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本日ご説明させて頂く内容

１.会社概要/サービス紹介
• 会社概要/実績
• データベース紹介
• サービス紹介

２.無形資産評価スコアとESG/ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ投資
• 技術資産(特許)スコア
• サステナビリティスコア
• 脱炭素・低炭素領域について
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会社概要/実績

社名 アスタミューゼ株式会社（英名 astamuse company,ltd.）

設立/資本金 2005年9月2日 95,000,000円（2020年3月末時点）

代表者 代表取締役社長 永井 歩

３つの強み

世界最大級の①イノベーションデータベース及び、
それらを分析する②各種アルゴリズム×③インテリジェンス人財

世界80ヶ国の新事業/新技術/新製品と投資情報の2億件を超え
るデータベースを保有し、機械とエキスパートのハイブリッ
ド分析を実現。

事業

１.イノベーションの創出
新規事業創出コンサル/SaaS、事業/知財/技術DD、オープン
イノベーション支援(提携/M&A等)、人材獲得支援

２.イノベーションへの投資
ESG/無形資産の定量・客観的評価による企業価値を分析／評
価／予測するアルゴリズム・スコアの提供、運用支援
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世界のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝに関する情報と投資情報(150兆円以上)
×様々な客観的情報の組み合わせを保有

データベース紹介１

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出の源泉となる課題/アイデアとそれらへの『投資額』

客観的で確からしい情報(権利・根拠・実現可能性・財務)

財務ﾃﾞｰﾀ
(上場企業/
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ等)

判例ﾃﾞｰﾀ
(知財中心)

特許ﾃﾞｰﾀ
(約80カ国)

論文ﾃﾞｰﾀ
その他ﾃﾞｰﾀ
(HP情報/

3Dデータ等)

×
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評価する時間軸×イノベーション創出資本資本の種類に
よって分析時に組み合わせるデータを変える

データベース紹介２

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
資
本
の
種
類

サイエンス

ビジネス

テクノロジー

データ内の想定実現・想定市場化タイミング、想定投資回収期間

5年後 10年後現在過去

知財/特許

論文
(学会)

ベンチャー
ビジネス

（VB）

スタートアップ
投資額

研究テーマと投資額
（グラントデータ）

ニュース
プレスリリース

クラウド
ファン
ディング
（CF）

未来を創り出す

150兆円以上の投資

✓ ビジネスモデル

✓ 事業アイデア

✓ 最先端技術/研究
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事業会社に向けては、イノベーションに関わる
経営課題を中心に戦略構築/実行支援

サービス紹介１（事業会社向け）

企業でのよくあるお悩み アスタミューゼのサービス

自社の既存事業の優位性がいつまで続くかわからない

既存事業の成長が踊り場にきているので、使っている技術
を別で活かせる可能性を探りたい

既存事業を売却できる可能性があるのなら、売却したい。
売却後に会社へ与える影響も見てみたい

新しい研究に取り組むべきか、開発後の取り扱いも
含めて考えたい

既に着手している研究開発を続けるべきどうか、もしくは
自社開発ではない方法があるかを含めて検討したい

自社のノウハウだけではなく、他社の知見も活用し、
スピード感のある新規事業を行いたい

新規事業のためスタートアップの買収を検討しているが、
対象企業の将来性の評価が難しい

R&D/知財戦略構築

3

M&A/カーブアウト
オープンイノベーション

4

未来予測/長期計画策定

1

新規事業創出
事業ポートフォリオ

マネジメント

2
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投資家・金融機関向けては、非財務情報/無形資産と
コーポレートガバナンス対応状況を可視化

サービス紹介２（投資家・金融機関向け）
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弊社は無形資産/社会課題の可視化を通じた
企業価値向上支援・企業価値発掘支援の両輪を支援

サービス紹介（マーケットポジショニングの視点から）

投資家

金融機関

企業

議決権
行使助言会社

「無形資産」可視化による
企業価値向上支援

「無形資産」可視化による
企業価値発掘支援

「無形資産」
評価・分析支援

「無形資産」
評価・分析支援

コーポレート
ガバナンス・

コード スチュワード
シップ・コード

ESG投資
拡大

情報開示
「統合報告書」
「知財報告書」

新たな投資指標に基づく投資パフォーマンス向上

無形資産担保
融資の拡大

ESG重視
助言精度向上

IR対話活性化・議決権行使

サステナビリティ
SDGs経営重視
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エンゲージメント強化や成長率の持続的向上により、
サスティナビリティ経営を実現

無形資産可視化による便益－事業会社

IR部門/CFO

新規事業開発部門
/CVC

サステナビリティ
推進部門

事業部門/
経営企画部門

R&D部門/CTO

CFO/CEO

➢ 資本コスト引き下げ
（機関投資家との対話力の向上）

➢ オープンイノベーションの加速
（共感重視のイノベーティブな企業／人材の巻込み）

➢ 従業員のモチベーション／コミットメント向上
（研究開発や事業の社会的意義の可視化）

➢ 中長期的な成長に向けた先行投資の実施
（有望技術を軸にした既存事業強化／新規事業創出）

➢ 技術ポートフォリオ／R&Dパイプライン見直し
（中長期的な成長への貢献度に基づく評価）

➢ 事業ポートフォリオ再構築
（持続可能性に基づく事業評価）

エンゲージメント
強化

成長率の
持続的向上

サスティナ
ビリティ

経営の実現
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金融・資本市場に対しても、
企業価値発掘支援を通じてESG投資拡大を下支え

無形資産可視化による便益－投資家

金融・資本市場における
トレンド

オルタナティブ
データの活用

無形資産の可視化

ESGによる
企業価値向上

➢ 新規投資指標に基づく
投資パフォーマンス向上

➢ IR対話活性化／議決権
行使投資家

議決権
行使助言

会社

➢ ESG重視助言精度向上

ESG投資拡大
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本日ご説明させて頂く内容

１.会社概要/サービス紹介
• 会社概要/実績
• データベース紹介
• サービス紹介

２.無形資産評価スコアとESG/ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ投資
• 技術資産(特許)スコア
• サステナビリティスコア
• 脱炭素・低炭素領域について
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既存のESG評価の問題解決を意識して、当社では
様々なデータを組み合わせた定量評価を実施

実績

ESG評価への問題意識 アスタミューゼの取り組み

非財務情報（またはESG情報）の評価
は、企業の恣意的なディスクロー
ジャーポリシーに依存するところが大
きく、客観的・網羅的な評価がなされ
ていない。

客観的な公開情報（特許等）を用いた
スコアを算出することにより、ディス
クロージャーに依拠しない非財務資本
評価が可能。

IIRCフレームワーク等は模索されてい
るものの、非財務資本の価値定量化に
ついてのコンセンサスは未だ形成され
ていない。

150兆円のイノベーション資金流入等
のビッグデータを活用した2050年まで
の世界全体の長期投資動向を踏まえた
領域定義で各企業を相対化する事で中
長期視点でのポートフォリオを構築。

ESG投資に対する期待は投資家毎の温
度差が未だ大きい(リターンにおける有
効性が確認できない、投資基準が不
明・ネガティブスクリーニングのみ)。

各非財務資本のパラメータに応じ、セ
ルサイドの納得感を重視したた定量評
価手法を開発することにより、持続的
に付加価値を創出し得る企業を特定。

１

２

３
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技術資産スコアについて

投資家・金融機関向けては、非財務情報/無形資産と
コーポレートガバナンス対応状況を可視化
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特許一件毎に独占排他権としてのインパクト評価を
行いそれを組み合わせポートフォリオとしても評価

技術資産(特許)スコアのインパクト算定ロジック

特
許
ス
コ
ア
の
イ
ン
パ
ク
ト
算
定
ロ
ジ
ッ
ク
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世界のイノベーション投資情報を活用して
成長領域毎にクラスタリングしてに産業を再定義

参考：技術資産(特許)スコアの相対化（成長領域）
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参考：技術資産(特許)スコアの相対化（社会課題）

世界のイノベーター情報を活用して
社会課題毎にクラスタリングしてに産業を再定義
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本日ご説明させて頂く内容

１.会社概要/サービス紹介
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• サービス紹介

２.無形資産評価スコアとESG/ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ投資
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• 脱炭素・低炭素領域について
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サステナビリティスコアについて

投資家・金融機関向けては、非財務情報/無形資産と
コーポレートガバナンス対応状況を可視化
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サスティナブルな企業価値向上に寄与する
無形資産の社会課題解決ポテンシャルを定量評価

社会課題解決ポテンシャル（サステナビリティスコア）の評価

> 都市化
> 資源の枯渇
> 少子高齢化・人口増加
> 地球温暖化・環境汚染
> 等…

> 技術
> 特許
> 事業
> 等…

社会課題の
俯瞰的な

整理・定量化

技術／事業等の
無形資産の整理

社
会

企
業

現在 未来

無形資産の
社会課題解決ポテンシャル
（サステナビリティスコア）
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サスティナビリティの可視化により企業価値向上に向け
金融市場とのエンゲージメントを深めることが可能に

社会課題解決ポテンシャル（サステナビリティスコア）の評価

企業のサスティナビリティの可視化

金融市場とのエンゲージメントの深まりを通じた企業価値の向上

社会課題の

俯瞰的整理

社会課題起点での可視化

• 社会課題全体に対する企業の貢献度

• 特定の社会課題に対する企業の貢献度

無形資産起点での可視化

• 特定技術の社会課題に対する貢献度

• 複数技術から成る特定事業の社会課題に対する貢献度

（技術を中心とする）

無形資産の整理

A

23

B

1

対象とする社会課題の
経済的影響への理解醸成

• 社会課題は断片的／定性
的に語られがち

• 網羅的／定量的に捉える
ことで、経済的影響の
確かさや大きさを示せる

成長の持続性及びその
競争優位性への理解醸成

• 社会課題への経済的影響
×無形資産の貢献度を、
スコアリング／格付け

• 競合比較も可能ゆえ、成
長の持続性／競争優位性
に対する説得力も高まる

無形資産の価値の
再評価

• 革新的な技術／事業は、
短期目線では低評価が
下されがち

• 社会課題に紐づけた長期
目線での評価により潜在
力を示せる

事業戦略／事業PF戦略
の策定／見直し

• 無形資産の潜在力の
可視化を踏まえた上で…

• …有望な資産を活用した
既存事業強化や新規事業
創出、及びそれら事業の
ポートフォリオ化を図る
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弊社では、データを活用した統計分析・AIとPhDアナリスト分析に基づき、「未来
に向けて解決すべき社会課題」を独自に定義

１．「都市化」に関する社会課題の解決（18）

２．「資源の枯渇」に関する社会課題の解決（14）

３．「少子高齢化・人口増加」に関する社会課題の解決（19）

４．「地球温暖化・環境汚染」に関する社会課題の解決（18）

５．「科学技術の飛躍的進歩」に関する社会課題の解決（25）

６．「社会の多様化・先進化による人権保護」に関する
社会課題の解決（11）

社会課題の俯瞰的整理1

7. エネルギーをみんなに
そしてクリーンに
すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ
近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

未来に向けて解決すべき社会課題105

社会課題の例

生活に必要なエネルギーを全ての人
が利用できる社会を実現する

再生可能エネルギーを中心的に
利用する社会を実現する

エネルギーの地産地消を可能と
する社会を実現する

省エネルギーな社会を実現する

エネルギー生産による環境破壊・
人的被害のない社会を実現する

温室効果ガス排出を低減する社会
を実現する
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イノベーションへの投資に関するDBの活用により、課題解決に繋がる
世界中の研究開発・ビジネス動向を把握することが可能

気候変動に伴う課題領域における研究開発・事業例

環境

生態系

生産

生活

北極域の気象観測データを用いた
熱帯低気圧の経路予測

学術研究 ビジネス

• ヨーロッパ中期予報センターなどの高時間・空間分解能の天気予報・海氷予報
を、船上でほぼリアルタイムで入手可能なシステムの構築

• 北極域での気象観測により、中緯度域における熱帯低気圧の経路予測が改善す
ることが明らかに

‣ 国立極地研究所、研究代表猪上淳准教授
‣ 研究資金 4.3千万円 / 研究期間 2018-2022年

気候変動などの環境変化における
媒介節足動物による感染リスクの把握
‣ 国立感染症研究所、研究代表澤邉京子主任研究官
‣ 研究資金442万円 / 研究期間 2020-2023年

• 疾病を媒介する昆虫やダニなどの節足動物に関する、国内における分布・生息
域の調査、病原性微生物および遺伝子の分析・ヒトへの感染リスク評価

• 結果のひとつとして、富山県内の調査で、ヒトに身近な動物（イヌ・ネコ）に
寄生するマダニの中に病原微生物を保有するものが存在することが明らかに

IoTを活用した海洋生物のモニタリング
（スタートアップ）
‣ 米国Innovasea Systems社
‣ 資金調達額$15.0M / 2015年設立

• 音響テレメトリのパイオニア
• ビッグデータやIoT技術を駆使して海洋生態系の把握に貢献するほか、海洋養

殖産業に対して機器やコンサルティングサービスを開発・提供
• 陸上養殖（陸上に作った人工的な海洋環境による養殖）向けサービスにも着手

データに基づいた作物品種改良技術
（スタートアップ）

‣ 米国Benson Hill社
‣ 資金調達額$25.0M / 2012年設立

• 植物の品種改良のためのプラットフォームを構築
• 品種改良は多大な時間がかかるが、成分や機能など改良によって得られる成果

をビッグデータにより正確にシミュレートし、開発期間を大幅に短縮
• 味と栄養を改善した非遺伝子組み換え大豆などの育種にすでに成功、厳しい環

境に耐えられる作物の創出につながれば気候変動対策の一助に

災害時の交通ネットワークマネジメント • 高解像度の交通行動データを用いて交通流の解析モデルを構築し、災害発生時
のリスクマネジメント手法を確立

• 成果の一つとして、同手法を公共交通サービスとして活用し、陸前高田市と黒
部市にて実証実験を実施。地域の相乗りサービスの予約やマッチングなどの
サービス実装に至る

‣ 東北大学、研究代表桑原雅夫教授
‣ 研究資金1.95億円 / 研究期間 2014-2019年

再生可能エネルギーを高効率な電力貯蔵で
安定的に低価格で提供

‣ 米国Primus Power社
‣ 資金調達額$32.0M / 2009年設立

• 臭化亜鉛フロー電池を利用した安価で長寿命な大型バッテリーを開発
• 電力・再生エネルギー供給会社、商業施設や産業施設などのコスト削減に貢献
• リチウムイオンの約半分の価格の原材料を使用し、他のフロー電池の半分以下

の部品数で構成され、コストが低く寿命も20年以上と長い

社会課題の俯瞰的整理1



© astamuse company, Ltd. All rights reserved. 22

弊社独自の社会課題毎に経済的インパクトを定量評価したマテリアリティスコア
を算出

番号 新課題（asta-SDGs）
Materiality

Score

72 スマートシティの促進により交通や生活インフラを機能的・効率的に運用する社会を実現する 170.17 

67 人口密集による問題を低減して持続可能な都市環境を構築する社会を実現する 168.21 

68 人と自然の調和により多様な生態系を有する都市環境を構築する社会を実現する 143.90 

99 暴力以外の犯罪を予測・防止・抑止する社会を実現する 139.77 

2 健康で文化的な生活を全ての人が享受できる社会を実現する 134.45 

35 全ての人に安全な飲料水を提供する社会を実現する 132.84 

65 安全かつ適切な価格の住宅に平等に住める社会を実現する 124.67 

74 ユニバーサルデザインに基づいたまちづくりを拡充する社会を実現する 121.96 

96 テロリズムを含むあらゆる暴力を根絶する社会を実現する 118.58 

12 有害物質による健康被害を低減する社会を実現する 118.16 

69 地域の文化や景観を保護・向上させる社会を実現する 116.85 

66 安全かつ適切な価格の交通機関を平等に利用できる社会を実現する 114.16 

98 犯罪組織による暴力や違法取引を排除する社会を実現する 109.50 

23 全ての動物の命を尊重し共生する社会を実現する 108.38 

48 地域の特色・伝統文化を生かした文化産業が拡大する社会を実現する 74.25 

95 家庭内暴力を根絶する社会を実現する 67.04 

53 社会的孤独感がなく全ての人が働きがいのある社会を実現する 56.53 

<事例：”都市化”関連課題>

マテリアリティスコア = Σ（社会課題-産業の相関性 × 産業の経済活動規模と成長性）

社会課題の俯瞰的整理1
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SDGsに対応する弊社独自の社会課題105+α1)について、
各産業への紐づけた際の市場規模を踏まえ、経済的インパクトを定量化

以下3点の組合わせの下、社会課題
と各産業との相関性をスコア化

• SASB1)の社会課題x産業分類
対応表(Materiality Map)

• 持続的な社会課題
（SDGsを弊社独自にブレイクダウン・具体
化すると共に2050年迄の時間軸に拡張して
定義化したもの）

• GICS2)のサブ産業分類（158分類）

経済活動の規模に基づき、産業毎の
経済性スコアを算出

• GICS公表の産業分類毎に将来
の市場規模／成長性を概算

• 産業毎のトレンド／変曲点を
踏まえて予測

2050年迄のマテリアリティスコア
を算出

• 社会課題毎に、関連産業の
相関性／経済性スコアの積を
総和させた独自スコアを算出

• 経済性スコアや人口動態の予測
を踏まえ長期的／段階的に策定

1) SASB (Sustainability Accounting Standards Board)：ゴールドマン・サックス等、世界的な金融機関が出資する米国の非営利団体。資本市場の健全
な発展に寄与すべく、ESG関連の情報開示の標準化を主な目的に活動
2) GICS (Global Industry Classification Standard)：S&Pとモルガンスタンレーが共同で作成した産業分類

社会課題の産業分類
産業毎の
経済活動指標の導入

マテリアリティ
スコア算出

A B C

産業サブグループ 産業サブグループ分類名
年間Salse（2017-2019平均）

/M-USD

CAGR（2019-2013）

/%

10101010 石油・ガス掘削 27444.7 -10.60 

10101020 石油・ガス装置・サービス 215941.3 -2.32 

10102010 総合石油・ガス 3100045.3 -0.80 

10102020 石油・ガス探査・開発 279697.4 -1.03 

10102030 石油・ガス精製・販売 1152363.7 0.74

10102040 石油・ガス貯蔵・輸送 482678.5 1.53

10102050 石炭・消耗燃料 150306.4 1.42

15101010 基礎化学品 651118.9 3.28

15101020 総合化学 239459.8 -1.00 

15101030 肥料・農薬 170428.7 5.00

15101040 工業用ガス 42880.8 3.67

15101050 特殊化学品 388141.7 3.37

15102010 建設資材 236958.0 2.27

15103010 金属・ガラス容器 98523.7 4.90

15103020 包装紙 126325.0 1.43

15104010 アルミ 116694.7 3.80

15104020 各種金属・鉱業 195378.3 4.33

15104025 銅 86414.9 -0.12 

15104030 金 77778.5 2.16

15104040 貴金属・鉱物 14193.3 3.14

15104045 銀 2486.8 2.96

15104050 鉄鋼 1000358.8 1.17

単なる社会貢献ではなく、自社にとっての経済性の観点から社会課題への投資判断が可能となる

社会課題の俯瞰的整理1
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課題番号 新課題（asta-SDGs）

46持続可能な発展を目的としたビジネスエコシステムを拡
充する社会を実現する

42エネルギー生産による環境破壊・人的被害のない社会を
実現する

57高度化技術により信頼性・効率性の高いインフラを利用
できる社会を実現する

75持続可能な産業構造の構築により環境や健康への影響を
最小化する社会を実現する

103世界的な経済の安定を目指すビジネスエコシステムを拡
充する社会を実現する

82放射性物質による汚染のない社会を実現する

5必要とする全ての人へ栄養ある食料を生産・供給できる
社会を実現する

72スマートシティの促進により交通や生活インフラを機能
的・効率的に運用する社会を実現する

55持続可能な開発技術を用いた地域格差のない産業化と技
能向上が可能な社会を実現する

67人口密集による問題を低減して持続可能な都市環境を構
築する社会を実現する

7安定的で持続的な食料生産ができる社会を実現する

6栄養がありバランスの良い食料を全ての人が摂取できる
社会を実現する

8食料の選択肢が幅広い社会を実現する

102国内外でのパートナーシップによる地域開発のビジネス
エコシステムを拡充する社会を実現する

63地域の意向を尊重した持続可能な開発を促進するビジネ
スエコシステムを拡充する社会を実現する

76持続可能な方法で天然資源を活用する社会を実現する

9食料生産技術を公平に利用できる社会を実現する … …

218

206

203

201

180

174

172

170

170

168

168

168

166

165

164

161

160

120

134

152

145

172

168

168

166

160

156

143

118

109

127

51

129

127

マテリアリティスコア

2030 2040 2050

150

154

162

185

175

183

170

176

180

161

148

138

114

157

101

139

137

…

マテリアリティスコアは、影響因子である経済性スコアや人口動態等の予測を踏
まえ、長期的／段階的に策定

相関性が高い経済活動（規模／成長性）

人口動態

マテリアリティスコア

社会課題に経済活動指標を導入して、経済活動としての重要性の定量化が可能となる

社会課題の俯瞰的整理1



© astamuse company, Ltd. All rights reserved. 25

社会課題の中でも、影響が多岐に亘り複雑性を孕む気候変動について、影響及び
影響毎に取るべき対策を俯瞰的に整理／分析

気候変動の影響と対策：俯瞰全体像

社会課題の俯瞰的整理1
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企業が持つ技術や特許を棚卸しすることで無形資産を具体化し、社会課題との相
関を定量的に分析

技術を中心とする無形資産の整理2

企
業
保
有
技
術
（IP

C

分
類)

）

持続的な課題毎の成長インパクト

持続的な課題ごとの
自社無形資産のポテンシャル

（技術資産スコア）

保有する技術/特許を棚卸しして整理

無形資産の評価（技術資産スコア）

持続的な課題ごとの自社無形資産のポテンシャルを、
技術資産の排他権に基づくインパクトスコアで評価

保有技術と社会課題の相関
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マテリアリティスコア

（経済的影響が大きな社会課題の特定）

保有技術と社会課題との相関

（持続的な課題ごとの

自社無形資産のポテンシャルの特定）

マテリアリティスコア、及び保有技術と社会課題との相関から、企業のサスティ
ナビリティを可視化する

企業のサスティナビリティの可視化3

企業のサスティナビリティの可視化

（経済的影響が大きな社会課題に対する、無形資産の貢献度の可視化）

社会課題起点での可視化

• 社会課題全体に対する企業の貢献度

• 特定の社会課題に対する企業の貢献度

無形資産起点での可視化

• 特定技術の社会課題に対する貢献度

• 複数技術から成る特定事業の社会課題に対する貢献度

A

B
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マテリアリティスコアと技術資産スコアとを組み合わせ、各保有技術が各社会課
題にどの程度貢献でき得るかを定量評価

企業のサスティナビリティの可視化3

企
業
保
有
技
術
（IP

C

分
類
）

持続的な課題毎の成長インパクト

スコア合計 xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxxxxxxxx xxx

マテリアリティスコア
×技術資産スコアの

積算値
（値が高いほど取組むべき社会課題）

スコア
合計

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx xxx xxx

2050年

2040年

2030年
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企
業
保
有
技
術
（IP

C

分
類
）

持続的な課題毎の成長インパクト

積算値合計 xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxxxxxxxx xxx

積算値
合計

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx xxx xxx

社会課題起点で捉えた場合、特定の社会課題または社会課題全体に対する企業の
貢献度を可視化できる

企業のサスティナビリティの可視化3 社会課題起点での可視化

各社会課題での積算値合計：特定の社会課題に対する企業の貢献度
（=横比較で相対的に積算値の高い社会課題に取組むことで、企業のサスティナビリティを高められ得る）

全社会課題での積算値合計：社会課題に対する企業の総合的な貢献度

A

マテリアリティスコア
×技術資産スコアの

積算値
（値が高いほど取組むべき社会課題）
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企
業
保
有
技
術
（IP

C

分
類
）

持続的な課題毎の成長インパクト

スコア合計 xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxxxxxxxx xxx

スコア
合計

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx xxx xxx

一方、無形資産起点で捉えた場合、特定技術やそれらを包含する特定事業が、よ
り貢献でき得る社会課題を可視化できる

企業のサスティナビリティの可視化3

各保有技術においてより積算値が高い社会課題
（=同技術を用いて同社会課題の解決に取り組めば、企業のサスティナビリティを高められ得る）

無形資産起点での可視化

各保有技術を包含する事業単位において、より積算値が高い社会課題
（=同事業を用いて同社会課題の解決に取り組めば、企業のサスティナビリティを高められ得る）

B

マテリアリティスコア
×技術資産スコアの

積算値
（値が高いほど取組むべき社会課題）
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企業価値の向上に向けて金融市場とのエンゲージメントを図り易くすべく、
企業としてのサスティナビリティを分かり易く訴求する

n+1n n+2 n+3

n n+2n+1 n+3

社会
課題

要素
技術

事業毎の有望性の定量評価
（中長期）

都市
化

*****

*****

*****

*****

事業A

事業B

***

積算値 成長/収益性

*** ***

n+2n+1n n+3

*****

*****

*****

事業C

*** ***

企業のサスティナビリティの可視化3

資本効率

成長性

B

C
F E

事業A
D

総合評価：A-

A+

D-

B+

金融市場とのエンゲージメントへのアウトプット化のイメージ
（例：マテリアリティスコア×他社牽制数の積算値を格付け化）
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競合比較も可能ゆえ、成長の持続性／競争優位性について、金融市場に対する説
得力を高めることができる

自
社

自社／競合毎に、マテリアリティスコア×技術
資産スコアの積算値を算出した上で比較

相対的立ち位置を客観的に把握できるため、
評価／計画策定においても納得感が高まる

主要な競合との比較 企業活動の評価／計画策定への活用

競
合

60

100

20

15

自社
現状

施策A 施策C

5

施策B 自社
計画

90

110

競合
A社

競合
B社

（例：マテリアリティスコア×技術資産スコアの積算値）

施策によりA社を上回れ得るが
B社に対しては依然劣位

企業のサスティナビリティの可視化3

VS

企
業
保
有
技
術
（IP

C

分
類
）

アスタミューゼ社会課題105+α分類

スコア合計 xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxxxxxxxx xxx

社会課題
平均マテリ アリ ティ スコア 142.41 173.62 114.17 96.44 105.4 165.13 149.11 112.03 144.18 123.97 149.27 160.37 141.07 134.24 137.59 113.82 112.67 180.12 150.32 118.7

分野名 合計

貧困をなく そ

う

飢餓をゼロに すべての⼈に

健康と 福祉を

質の⾼い教

育をみんな

に

ジェ ンダー

平等を実現

し よ う

安全な⽔と ト

イ レ を世界中

に

エネルギー

をみんなに

そし てク
リ ーンに

働きがいも

経済成⻑も

産業と 技術

⾰新の基盤

をつく ろ う

⼈や国の不

平等をなく

そう

住み続けら

れるまちづ

く り を

つく る責任

つかう 責任

気候変動に

具体的な対

策を

海の豊かさ

を守ろ う

陸の豊かさ

も 守ろ う

平和と 公正

をすべての

⼈に

パート ナー

シッ プで⽬

標を達成し
よ う

xxx yyy zzz

全体 226,520 1,358,801 1,537,339 1,668,453 213,915 188,856 1,254,324 2,779,224 301,217 1,850,121 983,588 1,270,047 900,149 975,137 882,999 700,447 544,110 1,066,340 6,131,768 4,880,758 3,127,911

写真︔映画︔光波以
外の波を使用する類
似技術︔電⼦写真︔
ホログラフイ

14,874 0 3,646 343 482 0 3,468 447 560 0 0 1,493 160 282 134 138 0 0 3,602 0 119

電気通信技術 38,312 2,848 868 0 0 316 826 0 0 1,442 2,479 1,642 160 423 671 138 228 901 540 13,078 11,751

計算︔計数 12,469 285 347 1,256 0 105 330 1,640 0 433 248 1,493 1,764 564 940 1,789 569 225 180 301 0

印刷︔線画機︔タイ
プライター︔スタン
プ

7,353 712 694 457 0 105 495 149 224 433 620 149 321 705 134 275 0 1,127 0 752 0

光学 35,132 427 868 9,933 193 0 165 12,973 112 288 0 149 481 282 0 413 228 4,957 901 150 2,611

基本的電気素⼦ 21,921 1,424 0 114 482 211 0 149 560 865 1,240 746 0 564 0 0 683 0 0 14,882 0

測定︔試験 16,890 142 347 1,142 96 316 330 1,491 112 7,497 124 0 481 564 2,282 413 1,252 0 180 0 119

医学または獣医学︔
衛⽣学

36,306 1,424 347 1,142 96 316 330 1,491 112 288 1,240 149 1,283 3,104 1,745 1,101 569 451 9,366 0 11,751

運搬︔包装︔貯蔵︔
薄板状または線条材
料の取扱い

29,744 1,424 0 114 482 211 0 149 560 865 1,240 1,194 160 282 0 138 569 676 18,372 3,307 0

教育︔暗号⽅法︔表
⽰︔広告︔シール

13,520 854 1,736 114 386 211 1,651 149 448 721 744 1,493 802 141 671 688 683 1,127 901 0 0

… 12,626 0 1,042 1,142 482 527 991 1,491 560 0 0 149 802 0 134 688 114 451 540 902 2,611

マ テ リ ア リ テ ィ ス コ ア
× 他 社 牽 制 数 の 積 算 値
（値が高いほど取組むべき社会課題）

スコア
合計

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx xxx xxx

2050年

2040年

2030年

企
業
保
有
技
術
（IP

C

分
類
）

アスタミューゼ社会課題105+α分類

スコア合計 xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxx xxxxxxxxx xxx

社会課題
平均マテリ アリ ティ スコア 142.41 173.62 114.17 96.44 105.4 165.13 149.11 112.03 144.18 123.97 149.27 160.37 141.07 134.24 137.59 113.82 112.67 180.12 150.32 118.7

分野名 合計

貧困をなく そ

う

飢餓をゼロに すべての⼈に

健康と 福祉を

質の⾼い教

育をみんな

に

ジェ ンダー

平等を実現

し よ う

安全な⽔と ト

イ レ を世界中

に

エネルギー

をみんなに

そし てク
リ ーンに

働きがいも

経済成⻑も

産業と 技術

⾰新の基盤

をつく ろ う

⼈や国の不

平等をなく

そう

住み続けら

れるまちづ

く り を

つく る責任

つかう 責任

気候変動に

具体的な対

策を

海の豊かさ

を守ろ う

陸の豊かさ

も 守ろ う

平和と 公正

をすべての

⼈に

パート ナー

シッ プで⽬

標を達成し
よ う

xxx yyy zzz

全体 226,520 1,358,801 1,537,339 1,668,453 213,915 188,856 1,254,324 2,779,224 301,217 1,850,121 983,588 1,270,047 900,149 975,137 882,999 700,447 544,110 1,066,340 6,131,768 4,880,758 3,127,911

写真︔映画︔光波以
外の波を使用する類
似技術︔電⼦写真︔
ホログラフイ

14,874 0 3,646 343 482 0 3,468 447 560 0 0 1,493 160 282 134 138 0 0 3,602 0 119

電気通信技術 38,312 2,848 868 0 0 316 826 0 0 1,442 2,479 1,642 160 423 671 138 228 901 540 13,078 11,751

計算︔計数 12,469 285 347 1,256 0 105 330 1,640 0 433 248 1,493 1,764 564 940 1,789 569 225 180 301 0

印刷︔線画機︔タイ
プライター︔スタン
プ

7,353 712 694 457 0 105 495 149 224 433 620 149 321 705 134 275 0 1,127 0 752 0

光学 35,132 427 868 9,933 193 0 165 12,973 112 288 0 149 481 282 0 413 228 4,957 901 150 2,611

基本的電気素⼦ 21,921 1,424 0 114 482 211 0 149 560 865 1,240 746 0 564 0 0 683 0 0 14,882 0

測定︔試験 16,890 142 347 1,142 96 316 330 1,491 112 7,497 124 0 481 564 2,282 413 1,252 0 180 0 119

医学または獣医学︔
衛⽣学

36,306 1,424 347 1,142 96 316 330 1,491 112 288 1,240 149 1,283 3,104 1,745 1,101 569 451 9,366 0 11,751

運搬︔包装︔貯蔵︔
薄板状または線条材
料の取扱い

29,744 1,424 0 114 482 211 0 149 560 865 1,240 1,194 160 282 0 138 569 676 18,372 3,307 0

教育︔暗号⽅法︔表
⽰︔広告︔シール

13,520 854 1,736 114 386 211 1,651 149 448 721 744 1,493 802 141 671 688 683 1,127 901 0 0

… 12,626 0 1,042 1,142 482 527 991 1,491 560 0 0 149 802 0 134 688 114 451 540 902 2,611

マ テ リ ア リ テ ィ ス コ ア
× 他 社 牽 制 数 の 積 算 値
（値が高いほど取組むべき社会課題）

スコア
合計

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx xxx xxx

2050年

2040年

2030年

総合評価：A-

総合評価：B+
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サスティナビリティの観点（長期目線）で技術／事業の有望性を
捉え直すことで、従来低評価が下されていた技術／事業が再評価され得る

企業価値の創出効果 高低

社会課題解決への
貢献度が高い技術・事業

凡例

現在~5年後

C
F

A
D

資本効率

B技術・事業は資本効率・成長性に

鑑み、企業価値を毀損する存在と
評価

C
F

A
D

資本効率

5~10年後 10年後~

資本効率

成長性

B

C
F E

AD

成長性
成長性

B

E
B

E

技術・
事業
ポート
フォリオ

社会課題解決の取組みから、
B技術・事業はサステイナブルであり、

中長期的に成長すると評価

評価
B技術・事業は社会課題へ貢献に

よりサステイナブルであり、

企業価値を向上させると評価

B B
B

評価の
時間軸

短期目線で技術・事業を評価しがちな機関投資家やCFOからも、ポジティブな評価を得やすくなる

企業のサスティナビリティの可視化3
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本日ご説明させて頂く内容

１.会社概要/サービス紹介
• 会社概要/実績
• データベース紹介
• サービス紹介

２.無形資産評価スコアとESG/ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ投資
• 技術資産(特許)スコア
• サステナビリティスコア
• 脱炭素・低炭素領域について
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環境問題

気候変動

脱炭素
アプローチ
（大分類）

脱炭素
アプローチ
（小分類）

脱炭素関連テーマを俯瞰的に捉えた上で、ESG投資
(脱炭素投資)の呼込みに資する無形資産の可視化を図る

脱炭素の実現に有望な産業／企業／技術の導出

気候変動 オゾン層破壊 放射能汚染 大気汚染

海洋汚染
マイクロ

プラスチック
重金属等

（水俣病等）
湖沼の

水質汚染

脱炭素 脱N2O 脱フロン
脱六ふっ化

硫黄

…

…

代替物の利用 排出量削減 使用料削減 CCS

物質変換 炭素再利用 …

エネルギー領域
での代替物利用

農水産分野での
排出量削減

輸送・移動分野
での使用料削減

分離

回収 固定・貯蓄

…
製造分野での

物質変換
農水産分野での

炭素再利用

…

脱炭素関連テーマ
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脱炭素に関連する無形資産（技術）は多岐に亘り、
日系企業の潜在性を探る余地は大きい

脱炭素の実現に有望な産業／企業／技術の導出

代替物の利用

排出量削減

使用料削減

• エネルギー分野

• 製造分野

• 輸送・移動分野

• エネルギー分野

• 農水産分野

• 排水・廃棄物分野

• エネルギー分野

• 製造分野

• 輸送・移動分野

• 分離

• 回収

• 固定・貯蓄

• エネルギー分野

• 製造分野

• エネルギー分野

• 製造分野

• 農水産分野

CCS

物質変換

炭素再利用

アプローチ
（大分類） （小分類）

• 太陽光、地熱、核エネルギー

• 水素製鉄

• 電気／水素自動車、電動船

• 高効率火力発電、油田ガス田からのメタン放出防止、施肥方法の改善

• 家畜の資料厚生の改善、家畜糞尿処理改善、施肥方法の改善

• 食品リサイクル、下水の高度処理

• 断熱住宅、LED照明、省エネ家電

• 建物の断熱強化、EMS、ヒートポンプ

• エコカー、MaaS、シェアリング

• 膜分離、深冷分離

• 化学吸収、物理吸収

• 海底貯留、地層注入

• バイオマス変換、藻類バイオ燃料、人工光合成

• 含酸素化合物、炭酸塩、バイオマス由来製品

• バイオ燃料、微生物燃料電池

• 木材、CO2セメント

• 施設園芸におけるCO2濃度調整

技術の例



© astamuse company, Ltd. All rights reserved. 37

脱炭素関連社会課題／産業各々の特許母集団の突合を
踏まえたスコアリングにより、課題毎に有望産業を導出

脱炭素の実現に有望な産業の導出1

産業（産業毎に紐づく特許を整理）

持
続
的
な
課
題

産業A 産業B 産業C 産業D 産業E 産業F 産業G 産業H 産業I 産業J

No.1
貧困や格差のない社会

を実現する
100 998 2,157 3,411 4,632 6,977 7,634 8,677 9,475 10,449 10,421

(10) (20) (30) (40) (50) (60) (70) (80) (90) (100)

No.2

健康で文化的な生活を

全ての人が享受できる

社会を実現する

108 1,997 1,079 3,411 4,632 6,977 7,634 8,677 9,475 10,449 10,421

(20) (10) (30) (40) (50) (60) (70) (80) (90) (100)

No.3

世界的なパニックによ

り発生する貧困や格差

を防ぐ社会を実現する

114 1,997 1,079 2,274 1,158 2,791 1,272 2,479 1,184 2,322 1,042

(20) (10) (20) (10) (20) (10) (20) (10) (20) (10)

No.4

貧困や格差を防ぐため

のビジネスエコシステ

ムを拡充する社会を実

現する

116 998 2,157 2,274 1,158 11,163 1,272 1,240 9,475 1,161 1,042

(10) (20) (20) (10) (80) (10) (10) (80) (10) (10)

No.5

必要とする全ての人へ

栄養ある食料を生産・

供給できる社会を実現

する

140 998 1,079 9,095 579 1,395 1,272 7,437 1,184 580 1,042

(10) (10) (80) (5) (10) (10) (60) (10) (5) (10)

No.6

栄養がありバランスの

良い食料を全ての人が

摂取できる社会を実現

する

127 5,990 1,079 1,137 2,316 2,791 1,272 1,240 1,184 4,644 4,168

(60) (10) (10) (20) (20) (10) (10) (10) (40) (40)

No.7

安定的で持続的な食料

生産ができる社会を実

現する

124 5,990 1,079 9,095 1,158 1,395 1,272 1,240 1,184 1,161 521

(60) (10) (80) (10) (10) (10) (10) (10) (10) (5)

No.8

食料生産技術を公平に

利用できる社会を実現

する

118 5,990 1,079 9,095 1,158 2,791 10,178 1,240 1,184 4,644 1,042

(60) (10) (80) (10) (20) (80) (10) (10) (40) (10)

脱炭素に関連性が高い社会課題を選出して
産業とのクロス分析を実施

課題名
マテリアティ
・スコア

持続可能な発展を目的としたビジネスエコシステムを拡充する社
会を実現する

152

持続可能な方法で天然資源を活用する社会を実現する 146

高度化技術により信頼性・効率性の高いインフラを産業活動に利
用できる社会を実現する

145

持続可能な産業構造の構築により環境や健康への影響を最小化す
る社会を実現する

141

必要とする全ての人へ栄養ある食料を生産・供給できる社会を実
現する

140

ゼロカーボン社会による温室効果ガス排出ゼロを達成する社会を
実現する

130

エネルギー生産による環境破壊・人的被害のない社会を実現する 128

持続可能な開発技術による地域格差のない産業化と技能向上が可
能な社会を実現する

124

国家間共同プロジェクトによる平和的協力のもとに開発を促進す
る社会を実現する

123

地域の意向を尊重した持続可能な開発を促進するビジネスエコシ
ステムを拡充する社会を実現する

122

脱炭素関連社会課題（TOP10を抜粋）
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代替物の利用―輸送・移動分野

排出量削減－エネルギー分野

脱炭素アプローチの小分類毎に関連社会課題の紐づけを
踏まえて、産業毎に有望企業をランキング

脱炭素の実現に有望な企業／技術の導出2

脱炭素アプローチの小分類において
関連社会課題を紐づけ

同課題に紐づく特許から、アプローチに
関連す特許母集団を切り取り

同母集団における産業毎の
パテントインパクトスコアを集計

関連社会課題のマテリアリティスコアと
積算

（参考）スコアリング詳細

CCS－分離

***産業

1. ***社 ***

2. ***社 ***

3. ***社 ***

4. ***社 ***

5. ***社 ***

6. ***社 ***

7. ***社 ***

企業
ポテンシャル
スコア

***産業

1. ***社 ***

2. ***社 ***

3. ***社 ***

4. ***社 ***

5. ***社 ***

6. ***社 ***

7. ***社 ***

企業
ポテンシャル
スコア

…

… …

より有望な企業が保有する関連技術を捉えることも可能



© astamuse company, Ltd. All rights reserved. 39

商号

アスタミューゼ株式会社
（英文商号 astamuse company,ltd.）

所在地

東京本社
〒101-0052
東京都千代田区神田小川町3丁目9-2 
BIZCORE神保町4F

設立

2005年9月2日

【ご注意】本資料は、アスタミューゼ株式会社（以下「アスタミューゼ」）が、世界各国の特許庁・および企業情報プロバイダーより提供されるデータによって編集したものです。本資料は、投資活動
を勧誘又は誘引するものではなく、有価証券の「買い」または「売り」のオファーとして使用されてはならず、税金、投資又はその他のいかなる助言も提供するものではありません。アスタミューゼは、
各個人投資家のそれぞれの事情に適合したアドバイスを提供することを目的としておりません。本資料の使用は、資格のある投資専門家の投資助言に取って代わるものではありません。本資料の情報は、
一般的な信頼性があるものとされる情報源から得られた情報ですが、アスタミューゼもその情報提供者ならびに本資料を読者に提供する如何なる当事者も、本資料の正確性又は完全性について保証する
ものではなく、また、情報提供中のエラー・欠損又は通信の中断・遅延及び本資料の使用から生じる一切の結果について、なんらの表明や保証を行うものでもありません。


